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はじめに

『Sun Ultra 27ワークステーション設置マニュアル』では、ワークステーションの
ハードウェアとソフトウェアを設定および構成する方法について説明します。この
マニュアルは、技術者、システム管理者、承認サービスプロバイダ (Authorized
Service Provider、ASP)、およびトラブルシューティングとハードウェアの交換に熟練
しているユーザーを対象としています。

関連マニュアル
Sun Ultra 27ワークステーションのドキュメントセットについては、システムに付属
の『Where To Find Sun Ultra 27 Workstation Documentation』シートを参照してくださ
い。また、次のURLから Sun Ultra 27ワークステーションのドキュメントを入手する
こともできます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/ultra.work#hic

一部のマニュアルは、簡体字中国語版、繁体字中国語版、フランス語版、日本語
版、ドイツ語版、スペイン語版、および韓国語版に翻訳されています。

英語版は頻繁に改訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、次の追加リソースに関する情報も提供しています。

■ マニュアル (http://www.sun.com/documentation/)
■ サポート (http://www.sun.com/support/)
■ トレーニング (http://www.sun.com/training/)
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コメントをお寄せください
マニュアルの品質改善のため、お客様からのご意見およびご要望をお待ちしており
ます。コメントを送信するには、http://docs.sun.comに移動して、「フィード
バック (Feedback)」をクリックしてください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

はじめに
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machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

一般規則
■ このマニュアルでは、英語環境での画面イメージを使っています。このため、実
際に日本語環境で表示される画面イメージとこのマニュアルで使っている画面イ
メージが異なる場合があります。本文中で画面イメージを説明する場合には、日
本語のメニュー、ボタン名などの項目名と英語の項目名が、適宜併記されていま
す。

安全に関する情報
安全に関する情報については、次のドキュメントを参照してください。

■ 『Important Safety Information for Sun Hardware Systems』
■ 『Sun Ultra 27ワークステーション Safety and Compliance Guide』

はじめに
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Sun以外のWebサイト
このマニュアルで紹介する Sun以外のWebサイトが使用可能かどうかについて
は、Sunは責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料についても、Sunは保
証しておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトやリソース上、ま
たはこれらを経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使用や、それらへ
の依存に関連して発生した実際の損害や損失、またはその申し立てについても、Sun
は一切の責任を負いません。

コンポーネントの注文方法
Sun Ultra 27ワークステーションの追加のコンポーネントや交換部品を注文できま
す。詳細については、最寄りの Sunセールススタッフにお問い合わせください。最
新のコンポーネント情報については、次のURLにある Sun Ultra 27ワークス
テーションコンポーネントリストを参照してください。

http://sunsolve.sun.com/handbook_pub/

はじめに
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Sun Ultra 27ワークステーションの紹介

この章では、Sun Ultra 27ワークステーションのハードウェアの概要を説明しま
す。次の項目について説明します。

■ 9ページの「パッケージの内容確認」
■ 10ページの「外部接続およびコンポーネント」
■ 12ページの「ワークステーションの設定」
■ 14ページの「ワークステーションの電源の投入および切断」
■ 16ページの「起動デバイスの追加および削除」

パッケージの内容確認
梱包用の箱からワークステーションのすべてのコンポーネントを慎重に取り出しま
す。パッケージには、次の品目が含まれています。

ハードウェア ■ Sun Ultra 27ワークステーション

■ DMS-59ケーブル (ワークステーションにNVS290グラフィックスカードが
装備されている場合)

マニュアルおよび
メディアキット1

■ 『Sun Ultra 27ワークステーション設置マニュアル』 (このマニュアル)
■ 『Where To Find Sun Ultra 27 Workstation Documentation』 (この製品に関連
する入手可能なオンラインドキュメントのリスト)

■ Sun安全性、保証、およびライセンスに関するドキュメント

■ Sun Ultra 27ワークステーションのTools and Drivers DVD (詳細について
は、23ページの「追加のツールおよびソフトウェア」を参照してくださ
い)

■ Sun VTS CD
1 追加のメディアキットはX-Optionとして入手可能です。

1第 1 章
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オプションのカントリーキットを注文した場合、キットは個別のパッケージで出荷
され、電源ケーブル、キーボード、およびマウスが含まれています。

注 – Sun Ultra 27ワークステーションでは、Type 7キーボードとマウスのみを使用し
ます。

外部接続およびコンポーネント
このセクションを参照して、ワークステーションの外部接続およびコンポーネント
についてよく理解してください。

フロントパネル

外部接続およびコンポーネント
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1 電源ボタン 4 2個のUSBポート

2 電源 LED 5 マイクロフォン入力ジャック

3 2個の 1394ポート 6 ヘッドホン出力ジャック

背面パネル

1 AC電源コネクタ 10 Ethernetコネクタ

2 電源スイッチ 11 カバープレート (スロットなし)

3 オーディオジャック (緑) 12 スロット 0、PCIe2 x16

4 ライン入力ジャック (青) 13 スロット 1、PCIe2 (x8メカニカル、x4エ
レクトリカル)

5 マイクロフォンジャック (青) 14 スロット 2、PCIe2 x16

外部接続およびコンポーネント
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6 オーディオジャック (グレー) 15 スロット 3、PCIe x1

7 オーディオジャック (黒) 16 スロット 4、PCI 33MHz、32ビットス
ロット

8 オーディオジャック (オレンジ) 17 スロット 5、PCIe (x8メカニカル、x4エ
レクトリカル)

9 4個のUSB 2.0ポート 18 つまみねじ (サイドカバー用)

ワークステーションの設定
このセクションでは、電源、周辺機器、およびネットワークの接続方法を説明しま
す。

注 –最大限の信頼性とパフォーマンスを得るために、ワークステーションは 40
ページの「環境仕様」セクションに記載された環境仕様に準拠している環境に設置
し、ワークステーションがこのマニュアルで説明されているとおりに正しく設定さ
れていることを確認してください。

▼ ワークステーションを設定する

ワークステーションの電源コードをアースされた電源コンセントに接続します。1

ワークステーションの設定
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キーボードを、フロントパネルまたは背面パネルのUSBコネクタに接続します。

マウスを、キーボードの底面にあるUSBコネクタ、またはフロントパネルまたは背
面パネルのUSBコネクタに接続します。

Ethernetケーブルを Sun Ultra 27ワークステーションに接続し、ケーブルのもう一方
の端を Ethernet RJ-45ジャックに接続します。

モニターをグラフィックスカードコネクタに接続します。

複数のモニターの接続方法については、付録A「システムの複数モニターの構
成」を参照してください。

2

3

4

5

ワークステーションの設定
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注 –モニターを接続するために、グラフィックスカードにDVIケーブルが必要となる
場合があります。

追加の外部デバイスをワークステーションに接続するには、フロントパネルまたは
背面パネルのコネクタを使用します。

外部起動デバイスを追加する場合は、16ページの「起動デバイスの追加および削除
」セクションを参照してください。

ワークステーションの電源の投入および切断
このセクションでは、ワークステーションの電源を適切に投入および切断する方法
について説明します。

▼ ワークステーションの電源を入れる
モニターおよびすべての外部デバイスの電源を入れます。

ワークステーションの背面にある電源スイッチをOn (|)の位置にします。

フロントパネルの電源スイッチを押してから放します。

6
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数秒後、電源スイッチの横にある電源 LEDが点灯していることを確認します。
電源 LEDは、ワークステーションが内部起動プロセスを開始したのちに点灯しま
す。

BIOSのシステムパラメータを変更するには、POSTプロセス中に F8キーを押し
て、BIOS設定ユーティリティーにアクセスします。

注意 – BIOSのパラメータの変更によってシステムが機能不良になる場合があるた
め、システム BIOSを変更するときは十分に注意してください。BIOS設定
ユーティリティーについては、『Sun Ultra 27 Workstation service manual』を参照して
ください。

▼ ワークステーションの電源を切断する
データを保存し、開いているアプリケーションを閉じます。

次の電源切断オプションのいずれかを使用します。

a. オペレーティングシステムのシャットダウンコマンドまたはメニューオプション
を使用します。

注意 –データの損失を避けるため、可能なかぎり 1番目のオプションを使用してく
ださい。

b. 最初の手順でワークステーションの電源が切れない場合は、電源ボタンを約 4秒
間押してから放します。

c. 前記のオプションでワークステーションの電源が切れない場合は、背面パネルの
電源スイッチをOff (0)の位置にします。

注 –ワークステーションの電源を切ったあと、ワークステーションの電源を再投入す
る場合は、10秒以上間をあけてください。

4

5

1

2

ワークステーションの電源の投入および切断

第 1章 • Sun Ultra 27ワークステーションの紹介 15



起動デバイスの追加および削除
BIOS設定ユーティリティーの起動画面には、ワークステーションを起動できること
がわかっているデバイスが一覧表示されます。新たに設置または取り付けたデバイ
スから起動するには、最初に BIOS設定ユーティリティーにアクセスして、そのデバ
イスを起動リストに追加する必要があります。また、リストからデバイスを削除し
たり、デバイスの順序を調整して起動優先順位を指定したりすることもできます。

注意 –不正なBIOS設定は、ワークステーションを機能不良にする場合がありま
す。BIOS設定ユーティリティーで変更を加える場合には、十分に注意してくださ
い。

▼ 起動デバイスを追加および削除する
ワークステーションの電源を入れます (14ページの「ワークステーションの電源の投
入および切断」を参照)。
システムが起動します。

システムの起動中に F2キーを押します。
BIOSセットアップ画面が表示されます。

矢印キーを使用して、「起動 (Boot)」メニューに移動します。

「起動設定 (Boot Settings)」メニューの起動デバイスのリストで、デバイスを追加ま
たは削除します。

必要に応じて、優先順位の高いデバイスをリストの上部に移動して、起動デバイス
の優先順位を変更します。

F10キーを押して、設定を保存し、終了します。

オプションのコンポーネントの追加
ワークステーションの現在の設定で可能な場合は、拡張カード、グラフィックス
カード、メモリー、ハードドライブなどのオプションのコンポーネントを追加でき
ます。オプションのコンポーネントをワークステーションに追加するには、『Sun
Ultra 27ワークステーション Ser ice Manual』の関連するセクションと手順を参照して
ください。
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オプションのプリインストールされた
Solaris OSの構成およびプリインストール
された開発者ソフトウェアの使用

Sun Ultra 27ワークステーションには、SolarisTM 10 OSおよび追加の開発者ソフト
ウェアがプリインストールされている場合があります。この章では、プリインス
トールされた Solaris 10 OSの構成手順を示すとともに、追加の開発者ソフトウェアに
ついても説明します。

この章では、次の項目について説明します。

■ 17ページの「サポートされているオペレーティングシステム」
■ 18ページの「プリインストールされた Solaris 10 OSの構成」
■ 21ページの「Solarisオペレーティングシステムの復元および再インストール」
■ 21ページの「プリンストールされた開発者ソフトウェアについて」
■ 23ページの「追加のツールおよびソフトウェア」

サポートされているオペレーティングシステム
Sun Ultra 27ワークステーションには、次のサポートされているオペレーティングシ
ステムのいずれかのバージョンをインストールできます。

■ Solaris 10 OS
■ Open Solaris OS
■ Red Hat Enterprise Linux
■ SUSE Linux
■ Windows XP、Windows 2008
■ Windows Vista Ultimate

上記のオペレーティングシステムのサポートされているバージョンの最新リスト
は、次のURLの Sun Ultra 27ワークステーション製品ページで参照できます。

http://www.sun.com/desktop/index.jsp

Linux、Windowsのサポートされているバージョン、または Solaris OSの別の
バージョンのインストール方法については、『Sun Ultra 27ワークステーション Linux

2第 2 章
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および Solarisオペレーティングシステムインストールガイド』または『Sun Ultra 27
ワークステーションWindowsオペレーティングシステムインストールガイド』を参
照してください。

プリインストールされた Solaris 10 OSの構成
このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 18ページの「Solaris 10 OSのライセンス情報」
■ 18ページの「ディスクレイアウト」
■ 18ページの「プリインストールされた Solaris 10 OSを構成する準備」

Solaris 10 OSのライセンス情報
システムにインストール済みの Solaris 10 OSには、ライセンス料金は必要ありませ
ん。詳細については、以下のURLにアクセスしてください。

http://www.sun.com/software/solaris/licensing/index.xml

ディスクレイアウト
Solaris 10 OSがプリインストールされている場合、ワークステーションの起動ハード
ドライブ (Hard Drive、HD)は次のように構成されます。

■ ハードドライブのルートパーティション: 14.0 Gバイト (Solaris 10 OS)
■ スワップパーティション: 2.0 Gバイト
■ /varパーティション: 6.0 Gバイト
■ 残りのディスク: /export用

プリインストールされた Solaris 10 OSを構成する
準備
表 2–1のコピーを使用して、Solaris 10 OSを設定する前に収集する必要のある情報を
書き出します。

開始する前に、システム管理者 (System Administrator、SA)に使用中のサイトに固有
の情報を問い合わせてから、表に情報を埋めてください。一部の情報がネット
ワーク上で入手可能かどうかは、SAと一緒に確認してください。

プリインストールされた Solaris 10 OSの構成
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表 2–1 プリインストールされた Solaris 10 OSの構成に関する情報

設定ウィンドウ 説明および注意事項 お客様の情報

「言語およびロケール
の選択 (Select Language
and Locale)」

ワークステーションで使用するネイティブの言
語とロケール。

「ホスト名 (Host
Name)」

ワークステーションに付ける名前。

「ターミナルタイプ
(Terminal Type)」

ワークステーションで使用するターミナルのタ
イプ。

「ネットワーク接続
(Network
Connectivity)」

(IPアドレス)

ネットワークまたはスタンドアロンワークス
テーションのプロトコル。このセクション
は、システム管理者に埋めてもらう必要がある
場合があります。

注:回答の内容およびネットワークによって提
供されている情報の種類に応じて、ワークス
テーションの IPアドレスの入力を要求されるこ
とがあります。

「IPv6」 ワークステーション上で IPv6を有効にするため
のオプション。

「セキュリティー設定
(Security Settings)」

セキュリティー設定とプロトコル。

「ネームサービス
(Name Service)」

注 –使用するネームサービ
ス。NIS+、NIS、DNS、LDAP、またはNoneの
いずれかを指定します。

注 –このウィンドウは、ワークステーションが
ネットワークに接続されている場合にのみ表示
されます。

「ドメイン名 (Domain
Name)」

このワークステーションのNISドメインまたは
NIS+ドメイン。

注 –このウィンドウは、NISまたはNIS+が
ネームサービスとして指定されている場合にの
み表示されます。

プリインストールされた Solaris 10 OSの構成
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表 2–1 プリインストールされた Solaris 10 OSの構成に関する情報 (続き)
設定ウィンドウ 説明および注意事項 お客様の情報

「ネームサーバー/サ
ブネット/サブネット
マスク (Name Server/
Subnet/ Subnet Mask)」

ネームサーバー (サーバーを指定する
か、ワークステーションを使用してローカルサ
ブネット上のサーバーを検出します)。

注 –このウィンドウは、ワークステーションが
ネットワークに接続されている場合にのみ表示
されます。

注 –回答の内容およびネットワークによって提
供されている情報の種類に応じて、次の情報の
入力を要求されることがあります。
■ ワークステーションのサブネット
■ ワークステーションのサブネットマスク

「タイムゾーン (Time
Zone)」

ローカルタイムゾーン (地理的な領域、GMTオ
フセット、またはタイムゾーンファイルに
よって選択されます)。

「日付と時刻 (Date
and Time)」

現在の日付と時刻 (デフォルトを受け入れる
か、現在の日付と時刻を入力します)。

「ルートパスワード
(Root Password)」

ワークステーションのルート
(スーパーユーザー)パスワード。

「プロキシサーバー構
成 (Proxy Server
Configuration)」

ワークステーション接続:インターネットに直
接、またはプロキシサーバー経由。

▼ プリインストールされた Solaris 10 OSを構成する
ワークステーションの電源を入れます (14ページの「ワークステーションの電源の投
入および切断」を参照)。

画面上の指示に従い、収集した情報の表を参照しながら、プロンプトに入力してい
きます。

構成が終了すると、システムが再起動します。

デフォルトのユーザー名とパスワードを入力してログインし、ワークステーション
を使用し始めます。

デフォルトのユーザー名: root

デフォルトのパスワード: changeme
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プリインストールされたソフトウェアに関する最新情報については、『Sun Ultra 27
ワークステーションご使用にあたって』を参照してください。

システムOSのバックアップを作成します。
バックアップは、OSを復元する際に使用されます。

OSをバックアップする手順は、『Solaris 10 System Administration Collection』に記載さ
れています。このマニュアルは、http://docs.sun.com/から入手可能です。

Solarisオペレーティングシステムの復元および再インス
トール

システムのハードドライブに、Solaris 10 OSや追加の開発者ソフトウェアアプリ
ケーションなどのプリインストールされたソフトウェアが含まれている場合があり
ます。プリインストールされたOSでは、ワークステーションのハードウェアをサ
ポートするために必要なドライバが事前に構成されています。このセクションで
は、復元および再インストールの手順について説明します。

▼ Solaris OSを復元する
OSを復元するには、システムOSのバックアップを使用します。

▼ Solaris OSを再インストールする
『Sun Ultra 27ワークステーション Linuxおよび Solarisオペレーティングシステムイン
ストールガイド』の手順に従い、OSを構成し、ドライバをインストールします。

プリンストールされた開発者ソフトウェアについて
Sun Ultra 27ワークステーションには、次に示す最小バージョンの Sunの開発者ソフ
トウェアがプリインストールされています。次のセクションでは、各開発者ソフト
ウェアパッケージの概要について説明します。

■ 22ページの「Sun Studio 12ソフトウェア」
■ 22ページの「NetBeans IDE」

システムによっては、このソフトウェアのより新しいバージョンがプリインス
トールされている場合があります。

5
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Sun Studio 12ソフトウェア
Sun Studioソフトウェアは、Solaris、OpenSolaris、および Linuxオペレーティングシ
ステム用の、ハイパフォーマンスで最適なC、C++、および Fortran開発者ツール
チェインです。マルチコアの x86および SPARCベースのシステムにも対応していま
す。ツールチェーンには、並列化コンパイラ、コードレベルおよびメモリーデ
バッガ、パフォーマンスおよびスレッド解析ツール、OpenMPサポート、最適化さ
れた数値演算ライブラリが含まれます。次世代NetBeansベースの IDEによって、マ
ルチコアアプリケーションをかつてないほど簡単に開発できます。

JavaTM Native Interface (JNI)開発で必要な場合に有効にできる、一連の Java言語の基本
サポートモジュールが含まれています。

Sun Studioソフトウェアは、2つの主要なコンポーネントから構成されています。

1. Sun Studioコンポーネント。IDE、コンパイラ、ツール、およびコアプラット
フォームを含んでいます。

2. コアプラットフォームを稼動させる Java 2プラットフォーム (Java 2 Platform,
Standard Edition、J2SE)テクノロジ。

Sun Studioソフトウェアの詳細、またはソフトウェアのダウンロードについては、次
のURLを参照してください。

http://developers.sun.com/sunstudio

NetBeans IDE
NetBeans IDE 5.0には、Java 2プラットフォーム (Java 2 Platform, Enterprise
Edition、J2EE)開発機能が含まれています。この新しいリリースは、開発者のWeb層
でのアプリケーション開発を可能にするだけでなく、Enterprise JavaBean (EJB)とWeb
サービス開発機能が組み込まれています。

NetBeans IDEは、すぐに使える開発機能を備えた単一のプラットフォームで、エン
タープライズ (J2EE 1.4)アプリケーションおよびWebサービス、モバイルまたはワイ
ヤレス Java 2プラットフォーム (Java 2 Platform, Micro Edition、J2ME)アプリ
ケーションおよびサービス、デスクトップ Java 2プラットフォーム (Java 2 Platform,
Standard Edition、J2SE)アプリケーションをサポートします。強力なオープンソース
の Java IDEには、Javaソフトウェア開発者がクロスプラットフォームのデスク
トップ、Web、およびモバイルアプリケーションを開発するために必要なすべての
ものがすぐに使える状態で揃っています。

NetBeans IDEの詳細、またはソフトウェアのダウンロードについては、次のURLを
参照してください。

http://www.netbeans.org

プリンストールされた開発者ソフトウェアについて
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追加のツールおよびソフトウェア
ワークステーションに付属の Sun Ultra 27ワークステーションWorkstation Tools and
Drivers DVDには、次のソフトウェアが含まれています。

■ 補助ドライバ。プリインストールされたオペレーティングシステム、およびサ
ポートされているユーザーインストールのオペレーティングシステムをサポート
します。これらのドライバのインストール方法については、『Sun Ultra 27ワーク
ステーションワークステーションオペレーティングシステムガイド』を参照して
ください。

■ Eurosoft Pc-Check診断ソフトウェア。Sun Ultra 27ワークステーションの各種診断
テストオプションを提供します。詳細については、『Sun Ultra 27 Workstation
service manual』を参照してください。

■ Erase Primary Boot Hard Disk (プライマリ起動ハードディスクの消去)ユーティリ
ティー。プリインストールされたオペレーティングシステムを消去するために使
用されます。

■ XpReburnユーティリティー。既存のWindowsインストールCDにドライバを追加
するために使用されます。

■ 2003Reburnユーティリティー。既存のWindows 2003インストールCDにドライバ
を追加するために使用されます。

■ open dos。cd内をナビゲートし、コマンド行ユーティリティーを実行できます。

注 –ワークステーションに付属のTools and Drivers DVDは、最新バージョンでない場
合があります。詳細については、『Sun Ultra 27ワークステーションご使用にあ
たって』または製品のWebサイトを参照してください。

追加のツールおよびソフトウェア
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システムの複数モニターの構成

この付録では、Windows、Linux、および Solaris OSのサポートされているバージョン
を、Sun Ultra 27ワークステーション上の複数のモニターに対応するように構成する
方法について説明します。

複数モニターをサポートするための Sun Ultra 27ワークス
テーションオペレーティングシステムの構成

このセクションでは、サポートされているオペレーティングシステムで複数モニ
ターをサポートするように構成する手順を説明します。

▼ Solaris OSで複数モニターを構成する
必要な場合は、2番目のグラフィックスカードを取り付けます。
オプションカードのインストール方法については、『Sun Ultra 27 Workstation service
manual』を参照してください。

1台のモニターを各グラフィックスカードのビデオコネクタに接続し、システムを起
動します。

システムは、PCIeスロット 2 (デフォルト)に出力します。この出力先は、「詳細
(Advanced)」メニューの「開始 (Initiate)」サブメニューの下にある「BIOSグラ
フィックアダプタ (BIOS Graphic Adapter)」画面で変更できます。

システムの起動時に、Tools and Drivers DVDを挿入して、ディレクトリを次の場所に
変更します。

/mount_point/ T&D_version_name/drivers/sx86

ここで、mount_pointはDVDのマウントポイントです。

A付 録 A
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T&D_version_nameは、Tools and Drivers DVDの名前です。

install.shスクリプトを実行します。

install.shスクリプトが正常に完了したら、システムを再起動します。

ログインします。

「Xサーバーのディスプレイ構成 (X Server Display Configuration)」で「マルチディスプ
レイモードの設定 (Set up multi-display mode)」を選択します。

「適用 (Apply)」をクリックして、新しい構成でXサーバーを更新します。

「X構成ファイルに保存 (Save to X Configuration File)」をクリックし、ディスプレイ構
成を /etc/X11/xorg.confファイルに保存します。

▼ Windowsで複数モニターを構成する
必要な場合は、2番目のグラフィックスカードを取り付けます。

オプションカードのインストール方法については、『Sun Ultra 27 Workstation service
manual』を参照してください。

1台のモニターを各グラフィックスカードのビデオコネクタに接続し、システムを起
動します。

システムは、PCIeスロット 2 (デフォルト)に出力します。この出力先は、「詳細
(Advanced)」メニューの「開始 (Initiate)」サブメニューの下にある「BIOSグラ
フィックアダプタ (BIOS Graphic Adapter)」画面で変更できます。

システムの起動時に、Tools and Drivers DVDを挿入して、ディレクトリを次の場所に
変更します。

/cdrom/T&D_disk_version/drivers/windows/video

T&D_version_nameはTools and Drivers DVDのバージョン名です。

適切なOS (32ビットまたは 64ビット）に変更し、ビデオドライバをロードします。

システムを再起動します。

システムトレイからNvidia Control Panelを開き、「ディスプレイ (Display)」の下
の「複数ディスプレイの実行ウィザード (Run multiple display wizard)」をクリックし
て、マルチディスプレイ設定を有効にしカスタマイズします。
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パラメータを適切に調整します。

システムに両方の画面を認識させるために、2回目の再起動が必要となる場合があり
ます。

▼ Linuxで複数モニターを構成する
必要な場合は、2番目のグラフィックスカードを取り付けます。
オプションカードのインストール方法については、『Sun Ultra 27 Workstation service
manual』を参照してください。

1台のモニターを各グラフィックスカードのビデオコネクタに接続し、システムを起
動します。

システムは、PCIeスロット 2 (デフォルト)に出力します。この出力先は、「詳細
(Advanced)」メニューの「開始 (Initiate)」サブメニューの下にある「BIOSグラ
フィックアダプタ (BIOS Graphic Adapter)」画面で変更できます。

システムの起動時に、Tools and Drivers DVDを挿入して、ディレクトリを次の場所に
変更します。

/cdrom/T&D_disk_name/drivers/linux/ OS

T&D_disk_nameはTools and Driversディスクの名前で、OSは redhatまたは suseのい
ずれかです。

install.shスクリプトを実行します。

install.shスクリプトが正常に完了したら、システムを再起動します。

ログインして、ターミナルウィンドウでNvidia設定を実行します。

「Xサーバーのディスプレイ構成 (X Server Display Configuration)」でマルチディスプレ
イモードを設定します。

「適用 (Apply)」をクリックして、新しい構成でXサーバーを更新します。

「X構成ファイルに保存 (Save to X Configuration File)」をクリックし、ディスプレイ構
成を /etc/X11/xorg.confファイルに保存します。
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トラブルシューティングおよび技術サ
ポート

この付録には、マイナーなシステム問題のトラブルシューティングに役立つ情報
と、技術サポートの連絡先に関する情報が記載されています。

■ 29ページの「Sun Ultra 27ワークステーション設定のトラブルシューティング」
■ 31ページの「技術サポートの取得」

Sun Ultra 27ワークステーション設定のトラブル
シューティング

システムの設定中に問題が発生した場合は、表 B–1のトラブルシューティングに関
する情報を参照してください。トラブルシューティングの詳細については、『Sun
Ultra 27 Workstation service manual』を参照してください。

表B–1 トラブルシューティングの手順

問題 問題への対処方法

システムの電源がオン
なのに、モニターの電
源がオンになりませ
ん。

■ モニターの電源ボタンがオンになっていることを確認してください。

■ モニターの電源コードが電源コンセントに接続されていることを確認してください。

■ 電源コンセントに電力が供給されていることを確認してください。確認するには、別の
デバイスを差し込んでテストしてください。

■ モニターがオンボードビデオコネクタまたは PCI Expressビデオコネクタに接続されて
いることを確認してください。

取り出しボタンを押し
たときに、CDまたは
DVDをメディアト
レーから取り出せませ
ん。

■ マウスを移動させるか、キーボード上のいずれかのキーを押してください。ドライブが
低消費電力モードになっていることがあります。

■ システムにインストールされているユーティリティーソフトウェアを使用して、CDを
取り出してください。

B付 録 B
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表 B–1 トラブルシューティングの手順 (続き)
問題 問題への対処方法

モニター画面にビデオ
が表示されません。

■ モニターケーブルがオンボードビデオコネクタまたは PCI Expressビデオコネクタに接
続されていることを確認してください。

■ モニターが、別のシステムに接続された場合に動作することを確認してください。

■ 正しく動作することが分かっているモニターがある場合は、それをこのシステムに接続
して、正しく動作するか確認してください。

■ BIOS設定が正しいことを確認してください。

■ 特定のソフトウェアおよびハードウェアの構成に影響する問題については、『 Sun Ultra
27ワークステーションご使用にあたって』を参照してください。

フロントパネルにある
電源ボタンが押されて
いるのに、システムの
電源がオンになりませ
ん。

サービス担当者に連絡する必要がある場合は、次の状況を書き留めておいてください。
■ システム背面の電源スイッチがオンになっていることを確認してください。

■ システムの前面パネルにある電源 LEDが点灯していることを確認してください (電源
コードが、システムおよび接地電源コンセントに接続されていることを確認してくださ
い)。

■ 電源コンセントに電力が供給されていることを確認してください。確認するには、別の
デバイスを差し込んでテストしてください。

■ システムの電源を投入したときにビープ音が鳴ることを確認してください (キーボード
が差し込まれていることを確認してください)。

■ 機能することがわかっている別のキーボードでテストしてください。キーボードを接続
し、システムの電源を投入したときに、ビープ音が鳴ることを確認してください。

■ 電源の投入後、5分以内にモニターが同期することを確認してください (モニターの緑
色の LEDが点滅を停止し、点灯状態になります)。

キーボードまたはマウ
スが操作に反応しませ
ん。

■ キーボードケーブルがシステムのオンボードUSB 2.0コネクタに接続され、マウスが
キーボードまたはシステムのUSBコネクタに接続されていることを確認してください。

■ システムの電源がオンで、前面の電源 LEDが点灯していることを確認してください。

システムが低消費電力
モードのようだが、電
源ボタンの LEDが点滅
しません。

電源 LEDは、すべてのシステムコンポーネントが低消費電力モードの場合のみ点滅しま
す。テープドライブがシステムに接続されている可能性があります。テープドライブは低
消費電力モードにならないので、電源 LEDは点滅しません。

Sun Ultra 27ワークステーション設定のトラブルシューティング
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表 B–1 トラブルシューティングの手順 (続き)
問題 問題への対処方法

システムが機能停止し
ました。

マウ
ス、キーボード、また
はどのアプリ
ケーションからも応答
がありません。

キーボードとマウスがType 7であることを確認してください (キーボードの底面でモデルを
確認してください)。

ネットワーク上の別のシステムから使用中のシステムへアクセスしてみてください。
1. ターミナルウィンドウから ping hostnameを入力します。

2. 応答がない場合は、別のシステムから telnetまたは rloginを使用してリモートでログ
インし、再度 ping hostnameコマンドを入力します。

3. システムが応答するまでプロセスを終了してみます。

この手順で解決しない場合は、次を実行します。
1. 電源ボタンを押して、システムの電源をオフにします。
2. 20～ 30秒待ってから、システムの電源をオンにします。

技術サポートの取得
この付録のトラブルシューティングの手順を使用しても問題を解決できない場合
は、表 B–2を使用して、サポート担当者とのやり取りに必要になる可能性がある情
報を収集してください。

注 –表B–3には、SunのテクニカルサポートのWebサイトおよび電話番号が一覧表示
されています。

表B–2 サポートに必要なシステム構成情報

必要なシステム構成情報 お客様の情報

Sunサービス契約番号

システムモデル

オペレーティングシステム。サービスパック番号または
アップデート番号を含む。

システムのシリアル番号

システムに接続されている周辺装置

技術サポートの取得
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表 B–2 サポートに必要なシステム構成情報 (続き)
必要なシステム構成情報 お客様の情報

次を含むハードウェア構成情報。
■ インストールされているグラフィックスカード
■ インストールされている PCIまたは PCI Express
カード

■ メモリー量
■ プロセッサ速度
■ 光ディスクのタイプ

お客様の電子メールアドレスと電話番号、および代理の
連絡先

システムの設置場所の住所

スーパーユーザーパスワード

問題の概要と、問題が発生したときに実行した操作内容

診断テストの出力 (適用可能な場合)

その他の役に立つ情報

IPアドレス

ワークステーション名 (システムのホスト名)

ネットワークまたはインターネットのドメインネーム

プロキシサーバー構成

表 B–3 Sun Webサイトおよび電話番号

ワークステーションのドキュメントおよびサポート
リソース URLまたは電話番号

ディスカッションおよびトラブル
シューティングのフォーラム

http://supportforum.sun.com/

すべての Sun製品に関するサポート、診断
ツール、および警告

http://www.sun.com/bigadmin/

ソフトウェアパッチ、システムの仕様リス
ト、トラブルシューティング、および保守
の情報、その他のツール

http://www.sunsolve.sun.com/handbook_pub/

サービスサポートの電話番号 1-800-872-4786 (1-800-USA-4Sun)オプション 1を選択してください。

Sunサービスサポートの国際電話番号 http://www.sun.com/service/contacting/solution.html

保証および契約のサポート連絡先、その他
のサービスツールへのリンク

http://www.sun.com/service/warrantiescontracts/

技術サポートの取得
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表 B–3 Sun Webサイトおよび電話番号 (続き)
ワークステーションのドキュメントおよびサポート
リソース URLまたは電話番号

Sun製品の保証 http://www.sun.com/service/warranty

技術サポートの取得
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Sun Ultra 27ワークステーションシステム
の仕様

システムコンポーネントと機能
表C–1に、システムの主要なコンポーネントを示します。

表 C–1 Sun Ultra 27ワークステーションのコンポーネント

コンポーネ
ント 説明

CPU ■ Intel Xeonプロセッサ (W3570、W3540、またはW3520) × 1基
■ プロセッサ周波数: 3.2、2.93、または 2.66 GHz
■ DDR3メモリーコントローラ
■ Level 2キャッシュ 8 MB
■ 130 W

メモリー ■ DDR3 Unbuffered DIMM用スロット× 6

■ サポートされるDIMM: 1 Gバイト 1066 MHz、2 Gバイト 1066 MHz、2 Gバイト 1333 MHz

メディア
スト
レージ

DVD-Dual

ハードド
ライブ

最大 4台:

500 Gバイトまたは 1 Tバイト SATA

または

300 Gバイトまたは 450 Gバイト SAS

電源装置 530 W PSU

C付 録 C
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表 C–1 Sun Ultra 27ワークステーションのコンポーネント (続き)
コンポーネ
ント 説明

ネット
ワーク
I/O

■ ギガビット Ethernetポート× 1 (背面パネル)
■ Intel Pro 1000 PT Desktop Adapter NIC
■ Sun PCIe x4 Dual GigabitEthernet NIC
■ Sun PCIe x4 Dual GigabitEthernet NIC (ファイバ)

サポート
されるビ
デオ
カード

■ Nvidia Quadro FX5800グラフィックスアクセラレータカード
■ Nvidia Quadro FX3800グラフィックスアクセラレータカード
■ Nvidia Quadro FX1800グラフィックスアクセラレータカード
■ Nvidia Quadro FX380グラフィックスアクセラレータカード
■ DVI-VGAアダプタケーブル

サポート
されるス
トレージ
HBA

LSI LogicTM 3041E4ポート内部 (専用) SASアダプタ

PCIe I/O
および
PCI I/O

■ PCIe2 (5.0 GT/秒) x16スロット× 2
■ PCIe2 (5.0 GT/秒) x4スロット× 1
■ PCIe (2.5 GT/秒) x1スロット×1
■ PCIe (2.5 GT/秒) x4スロット×1
■ PCI 33 MHz 32ビットスロット×1

その他の
I/O

■ USB 2.0ポート× 8 (前面に 2個、背面に 4個、2個内蔵)

■ オーディオポート× 5 (前面にマイクロフォンおよびヘッドホン用、背面にライン入
力、ライン出力、およびマイクロフォン用)

■ IEEE 1394コネクタ× 2 (フロントパネル)

PCIeおよびPCI拡張スロット
表C–2に、使用可能な PCIeおよび PCI拡張スロットの特性を一覧します。

表 C–2 Sun Ultra 27ワークステーションの拡張スロット

スロット番
号 タイプ サイズ 最大幅 最大電力負荷 長さ 高さ 説明 位置

— カバープ
レート、ス
ロットなし

n/a n/a n/a n/a n/a n/a n/a

PCIeおよび PCI拡張スロット
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表 C–2 Sun Ultra 27ワークステーションの拡張スロット (続き)
スロット番
号 タイプ サイズ 最大幅 最大電力負荷 長さ 高さ 説明 位置

0 PCIe 2
(5.0 GT/秒)

x16 x16 225 W (75 W +
150 W拡張)1

3/4 フル サポートされるグラ
フィックスアクセラ
レータカード用 (セ
カンダリ)

上部

1 PCIe2 (5.0 GT/秒) x8 x4 25 W2 3/4 フル グラフィックスアク
セラレータ用ではあ
りません。NICなど
の PCIe拡張カード
用。

2番目

2 PCIe2 (5.0 GT/秒)

(デフォルトのグ
ラフィックス出
力)

x16 x16 225 W (75 W +
150 W拡張)3

フル フル サポートされるグラ
フィックスアクセラ
レータカード用 (プ
ライマリ)

3番目

3 PCIe (2.5 GT/秒) x1 x1 25 W4 フル フル グラフィックス
カード用ではありま
せん。NICなどの
PCIe拡張カード
用。

4番目

4 PCI 32ビット 25 W フル フル 32ビット PCI
カード用

5番目

5 PCIe (2.5 GT/秒) x8 x4 25 W フル フル グラフィックス
カード用ではありま
せん。NICなどの
PCIe拡張カード
用。

6番目

1 PCIe2スロットとの組み合わせ
2 ビデオカードが取り付けられていない場合は、PCIe0スロット。
3 PCIe0スロットとの組み合わせ
4 ビデオカードが取り付けられていない場合は、PCIe2スロット。

その他のポート
表C–3にその他のワークステーションポートとそれぞれの最大電力負荷を一覧しま
す。

その他のポート
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表C–3 その他のポートの最大電力負荷

ポート 最大電力負荷

USB 2.5 W (それぞれ)

1394 18 W (それぞれ)

メモリーのルールとサポートされる構成
Sun Ultra 27ワークステーションには、3つのチャネルに分割される 6個のDIMMス
ロットがあります (チャネルごとに 2個のスロット)。スロットは色分けされ (3個は
青、3個は黒)、DIMM 0 (CPUにもっとも近い)からDIMM 5 (CPUからもっとも遠い)
の番号が付けられています。

メモリー割り当てルール
次のルールに従ってスロットを割り当てます。

■ ワークステーションには、DDR3-1066/1333 Unbuffered ECC DIMMが必要です。
■ サポートされているサイズと周波数: 1 Gバイトまたは 2 Gバイトの 1066 MHzおよ
び 1333 MHz DIMM (サポートされているハードウェアおよびその他のワークス
テーションに関連する問題については、『Sun Ultra 27ワークステーションご使用
にあたって』を参照してください)。

注 – DDR3インタフェースは、フル速度で稼動するDDR3–1066 DIMMを最大 6枚
までサポートします。

■ DIMMは 3つのグループに取り付ける必要があります (単一のDIMM構成の場合
は除く)。

■ 単一のDIMM構成は、1 GバイトDIMMの場合のみサポートされています。
■ 38ページの「サポートされているメモリー構成」セクションに記載されたサ
ポートされているメモリー構成に従って、DIMMを割り当てます。

サポートされているメモリー構成
次に、Sun Ultra 27ワークステーションでサポートされているメモリー構成のリスト
を示します。これらの構成は、サポートされているDIMMの組み合わせによっての
み有効です。

■ スロット 1に装備された 1枚の 1 GバイトDIMM (1 GバイトDIMMのみ)

メモリーのルールとサポートされる構成
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■ スロット 1、3、5のみに装備されたDIMM (黒色のスロットのみ)
■ すべてのDIMMスロットに装着

物理仕様
表C–4に、Sun Ultra 27ワークステーションの物理仕様を一覧します。

表 C–4 Sun Ultra 27ワークステーションの物理仕様

仕様 イギリス単位系 メートル法

幅 7.9インチ 200 mm

奥行 18.5インチ 470 mm

高さ 17.1インチ 435 mm

重量 (梱包時最大) 43.7ポンド 19.8 kg

電力仕様
Sun Ultra 27ワークステーションの最大持続電力は 530 Wです。

表C–5、表C–6、および表C–7に、システムのその他の電力仕様を一覧します。

表C–5 入力電圧の範囲

入力電圧 最小 公称 最大 単位

範囲 1 90 115 132 Vrms

範囲 2 180 230 264 Vrms

表C–6 入力周波数の範囲

入力周波数 最小 公称 最大 単位

範囲 1 57 60 63 Hz

範囲 2 47 50 53 Hz

表C–7 入力電流

入力電圧 最大入力電流 最大流入電流

範囲 8A 200 A (ピーク時)

電力仕様
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環境仕様
表C–8に、Sun Ultra 27ワークステーションの環境仕様を一覧します。

表 C–8 Sun Ultra 27ワークステーションの環境仕様

仕様 状態 イギリス単位系 メートル法

湿度 動作時 7潤ｵ 93% RH結露なし、100.4˚ F最大湿
球温度

7潤ｵ 93% RH結露なし、38˚ C最大湿球
温度

非動作時 93% RH結露なし、109.4˚ F最大湿球温
度

93% RH結露なし、43˚ C最大湿球温度

振動 動作時 すべての軸で 0.25 G、 5潤ｵ 500 Hz正弦

非動作時 すべての軸で 1.2 G、 5潤ｵ 500 Hz正弦

衝撃 動作時 4.5 G、11ミリ秒半正弦

温度 動作時 41潤ｵ 95˚ F 5潤ｵ 35˚ C

非動作時 –40潤ｵ 149˚ F –40潤ｵ 65˚ C

最大定格動作温度 高度 985フィートごとに –1.8˚ F 高度 300 mごとに –1˚ C

高度 動作時 最大 9,843フィート 最大 3,000 m

非動作時 最大 39,370フィート 最大 12,000 m

環境仕様
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